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 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

 　　こんにちは。原子力研究所です。

 　　2017/8/29(火)開催した芝浦工大、東海大の原子力・放射線関連の研究室との
 　合同研究発表会についてご紹介します。
 　　日本原子力学会　関東・甲越支部の企画委員会にて、ともに活動している
 　芝浦工大・材料工学科・新井教授、東海大・原子力工学科・吉田教授の研究
 　室に加えて、東海大・浅沼准教授、亀山教授の研究室の学生さんに原研に
 　お越しいただき研究発表会を行いました。都市大からは、松浦、岡田、羽倉の
 　各研究室の学生が発表しました。総勢58名の参加があり、18件の発表があり
 　ました。
 　　毎年3月に関東・甲越支部では学生研究発表会を開催していますが、その中間
 　発表という位置づけで、学生同士で発表し合いお互いに切磋琢磨する場となり
 　ました。
 　　私学3大学でこうした交流の機会を持つことは、学生にとって良い刺激となり
 　日々の研究に対する取り組みに生かしてもらえればと思っています。

 　【当日の様子】http://atomsun2.atom.tcu.ac.jp/box/godo_20170829.pdf
 　【日本原子力学会　関東・甲越支部】http://www.aesj.or.jp/shibu/kanto/

 －*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－

 ★トピックス
 　・岡田准教授がWiN-Global＠中国にて発表しました。
 　・放射線応用研究室(松浦准教授)のM1・江森君がアジア核燃料学会にてベスト
 　　プレゼンター賞を受賞し、さらにその翌週開催された日本原子力学会秋の大会
 　　での学生ポスターセッションにおいて社会的インパクト賞を受賞しました。
 　・2017/8/29に芝浦工大、東海大の研究室と合同の発表会を行いました。

 ★利用実績(9月)
 　・放射線業務従事等登録数；業務従事者：41名、指定従事者：41名
 　・一時立入者数(のべ人数)：45名

 ★主なスケジュール
 　9月(実績)
 　　　※施設定期自主検査(7月から9月の間に実施)
 　　　 5日(火)、6日(水)　川崎市立南菅小学校にて科学教室を開催
 　　　21日(木)　原子力規制庁　巡視
 　　　28日(木)　所内・管理室会議

 　10月(予定)
 　　　 1日(日)　日本原子力学会　関東・甲越支部主催の原子力オープンスクール
 　　　　　　　　への出展協力
 　　　17日(火)　原子力規制庁　巡視
 　　　25日(水)　所内・管理室会議
 　　　26日(木)、27日(金)　川崎市立長尾小学校にて科学教室を開催
 　　　28日(土)　岡田准教授　講演会＠焼津
 　　　30日(月)　第8回げんけんセミナー＠SC

 - 1 -



 [ げんけんマンスリーレポートNo.2017-10_20171006配信R01.txt ]

 －*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－

 ◆外部との共同研究/委託研究
 　http://atomsun2.atom.tcu.ac.jp/renkei.html
 ◆原研のスタッフ紹介
 　http://atomsun2.atom.tcu.ac.jp/kanrishitsu3.html
 ◆マンスリーレポートのバックナンバー
 　http://atomsun2.atom.tcu.ac.jp/back_no_MR.html

 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

 【げんけんのひとびと】

 　　2017/8/28から31にかけて、中国・北京にて開催されたWiN-Globalの年次大会
 　にて、岡田准教授が2件のポスター発表を行いました。
 　　WiNとは、Women in Nuclearの略称で、原子力分野の女性が各国の活動を紹介し
 　連携するというコミュニティーです。その国際版がWiN-Globalであり、日本では
 　WiN-Japanとして活動しています。今回、岡田准教授は、「赤城大沼における
 　放射性セシウムの動態研究」と「都市大原研における原子力・放射線に関する
 　人材育成の取り組み」について発表しました。
 　　こうした国際会議の場では、福島への関心が非常に高く、多くの質問があった
 　とのことです。海外への情報発信が不足していると感じられたそうです。

 　【WiN-Global】http://www.win-global.org/
 　【WiN-Japan 報告記事】http://www.win-japan.org/activity/g_no25.html
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 ◇問合せ先
 　　本配信内容についてのお問合せは、以下にお願いいたします。
 　　　原子力研究所　羽倉　nhagura[a]tcu.ac.jp

 　～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆

 　　東京都市大学　原子力研究所　　http://atomsun2.atom.tcu.ac.jp/

 　　〒215-0013　神奈川県川崎市麻生区王禅寺971番地
 　　TEL　044-966-6131
 　　FAX　044-955-6071

 　★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～
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